
み
ず

の

は
ら

茎
爪
・
水

野

原

遺

跡

（新
宿
区

Ｎｏ‥
一
一
〇
遺
跡
）

１
　
所
在
地
　
　
　
東
京
都
新
宿
区
若
松
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
九
年

（平
ｍ
）
一
二
月
―
二
〇
〇
〇
年

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
新
宿
区
水
野
原
遺
跡
調
査
団

・
卸
新
宿
区
生
涯
学
習
財
団

４
　
調
査
担
当
者
　
宇
佐
美
哲
也

５
　
遺
跡
の
種
類
　
近
世
都
市
跡

（武
家
地
）

６
　
遺
跡
の
年
代
　
旧
石
器
時
代

・
縄
文
時
代

。
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

水
野
原
遺
跡
は
、
江
戸
城
下
町
の
武
家
屋
敷
地
の
一
郭
に
位
置
す
る
。
今
回

の
調
査
地
は
、
北
側
の
大
部
分
が
紀
伊
徳
川
家
付
家
老
の
新
宮
城
主
水
野
家
下

屋
敷
、
南
東
側
は
尾
張
徳
川
家

川
田
久
保
屋
敷
、
南
西
側
は
本

多
家
下
屋
敷
な
ど
、
複
数
の
屋

敷
地
に
相
当
す
る
。
調
査
面
積

は
人
四
四
〇
ポ
で
あ
る
。

調
査
の
結
果
、
江
戸
時
代
の

遺
構
面
を
三
面

（上
か
ら
順
に

Ｏ
〇
一
面
、
Ｏ
〇
二
面
、
Ｏ
〇
三

面
）
確
認
し
た
。
そ
の
う
ち
○

(東京西北部)



2004年 出土の木簡

〇
二
面
は
、
区
画
溝
の
検
出
状
況
か
ら
（
尾
張
徳
川
家
川
田
久
保
屋
敷
に
対
応

す
る
と
判
断
し
た
。
川
田
久
保
屋
敷
は
、
宝
永
二
年

（
一
七
〇
五
）、
本
多
家
下

屋
敷
の
東
側
の
一
部
を
、
尾
張
徳
川
家
四
谷
末
控
屋
敷
の
一
部
と
相
対
替
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
た
も
の
で
、
○
〇
二
面
は
宝
永
二
年
以
降
と
考
え
ら
れ

ＺＯ
。そ

の
後
、
川
田
久
録
屋
敷
は
さ
ら
に
本
多
家
側
へ
拡
張
を
続
け
、
今
回
の
調

査
で
も
、
そ
の
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
す
な
わ
ち
、
Ｏ
〇

一
面
で

家
臣
回
の
長
屋
と
推
測
さ
れ
る
礎
石
建
物
を
検
出
し
、
こ
の
建
物
に
伴
う

一
九

世
紀
初
頭
以
降
の
陶
磁
器
類
が
相
当
量
出
土
し
た
。
長
屋
が
安
政
六
年

（
一
人

五
九
）
に
火
災
に
道
っ
た
記
事

（『東
京
市
史
稿
』
変
災
篇
五
）
や
、
礎
石
建
物
の

南
東
に
長
屋
群
の
描
か
れ
た
元
治
元
年

（
一
人
六
四
）
の

「川
田
久
保
御
屋
鋪

御
長
屋
之
図
」
（名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
所
蔵
）
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、　
一
九
世

紀
初
頭
頃
か
ら
存
在
し
た
長
屋
は
、　
一
人
五
九
年
に
火
災
に
這
い
、　
一
人
六
四

年
頃
ま
で
に
整
理
再
建
が
行
な
わ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

台
地
上
の
た
め
、
ほ
と
ん
ど
の
遺
構
で
木
質
遺
物
は
出
土
し
て
い
な
い
。
但

し
、
水
野

・
尾
張
徳
川
家
の
屋
敷
地
の
境
界
は
台
地
に
入
り
込
む
支
谷
で
あ
り
、

境
界
付
近
の
川
田
久
保
屋
敷
の
Ｂ
Ｉ
Ｏ
Ｏ
二
十
二
四
六
号
、
Ｂ
１
０
０
二
十
二

四
七
号
、
Ｄ
Ｉ
Ｏ
Ｏ
二
十
四
二
人
号
遺
構
の
三
遺
構
で
木
材
が
計
九

一
二
点
出

土
し
た
。
そ
れ
ら
の
う
ち
、
七
九
％
が
加
工
材
、
そ
の
大
半
は
種
類
不
明
の
部

材
で
、
生
活
財
は
少
な
い
。
焼
成
を
受
け
て
い
る
も
の
が
多
い
が
、
火
災
に
よ

る
も
の
か
は
定
か
で
な
く
、
共
伴
し
た
陶
磁
器
は
焼
け
て
い
な
い
。
今
回
報
告

す
る
墨
書
の
あ
る
部
材
は
、
Ｂ
Ｉ
Ｏ
Ｏ
二
十
二
四
七
号
遺
構
か
ら
出
土
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
遺
構
は
、
長
軸
八

・
三
九
ｍ
短
軸
五

。
〇
二
ｍ
深
さ
二

・
六

ｍ
の
長
方
形
の
大
型
土
坑
で
あ
る
。
出
土
遺
物
は
破
片
に
し
て
五

一
七

一
点
を

数
え
る
。
検
出
し
た
遺
構
に
重
複
関
係
は
な
く
、
主
軸
方
位
も
平
行
あ
る
い
は

直
行
し
て
い
る
た
め
同
時
期
に
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
共
伴
資
料
は
、　
一
七

八
〇
年
代
か
ら

一
人
三
〇
年
代
に
か
け
て
の
所
産
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
遺
構
は

尾
張
藩
川
田
久
保
屋
敷
成
立
後
に
構
築
さ
れ
、
屋
敷
が
拡
張
さ
れ
る
以
前
に
廃

絶
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

いＷ一　
　
　
　
「
［］
」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］ωＯ
×
卜ｏ
×
φ
　
ｏｏＰ

ほ
ぞ
穴
が

一
カ
所
み
ら
れ
る
。
手
桶
の
側
板
か
。
焼
成
を
受
け
て
お
り
、
墨

痕
が
確
認
で
き
る
も
の
の
、
判
読
で
き
な
い
。

９
　
関
係
文
献

学
校
法
人
東
京
女
子
医
科
大
学

・
側
新
宿
区
生
涯
学
習
財
団

『水
野
原
遺

跡
』
Ｉ
、
Ⅱ

（二
〇
〇
二
年
、
二
〇
〇
三
年
）

（水
本
和
美
）

ー




